
本
人
通
知
制
度
の
登
録
期
間
は
こ

れ
ま
で
３
年
間
で
し
た
が
、
平
成
29

年
４
月
１
日
よ
り
新
し
く
登
録
さ
れ

た
人
は
無
期
限
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
３
月
31
日
ま
で
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
、
登
録
期
間
は
３
年
の
ま

ま
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

本
人
通
知
制
度
と
は
、
代
理
人
や

第
三
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
交
付
し
た
場
合
、
事

前
登
録
を
し
た
人
に
交
付
の
事
実
を

通
知
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
不
正
請
求
で
あ
っ
た
場
合
の

早
期
発
見
が
可
能
に
な
り
、
個
人
情

報
の
不
正
使
用
を
防
止
す
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

事
前
登
録
の
対
象

本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
、
本

市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

家
庭
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱

え
た
子
ど
も
た
ち
が
、
自
己
肯
定
感

を
高
め
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
食
事
や
学
習
支

援
、
団
ら
ん
の
場
の
提
供
に
よ
る
地

域
の
居
場
所
づ
く
り
を
実
施
す
る
人

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

交
付
を
受
け
ら
れ
る
人

学
習
支
援
や
食
事
提
供
を
含
め
た

子
ど
も
の
居
場
所
を
継
続
し
て
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
人（
団
体
、個
人

を
問
い
ま
せ
ん
。）

た
だ
し
、以
下
の
行
為
を
行
う
人
、

団
体
は
対
象
外
で
す
。

①
営
利
を
目
的
と
す
る
行
為
、
②
宗

教
ま
た
は
政
治
的
宣
伝
意
図
を
有
す

る
行
為
、
③
公
序
良
俗
に
反
す
る
行

為
、
④
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
員

と
関
係
を
有
す
る
行
為

補
助
対
象
事
業

▽
目
的

子
ど
も
、保
護
者
、近
隣
住

民
が
出
会
う
場
、
交
流
す
る
場
づ
く

り
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、
地
域

教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

▽
実
施
期
間

平
成
30
年
３
月
末
ま

で▽
実
施
頻
度

毎
月
１
回
程
度
以
上

▽
事
業
内
容

子
ど
も
が
集
い
、
交

流
す
る
場
の
提
供
お
よ
び
交
流
の
促

進
に
関
す
る
事
業
、食
事
を
調
理
し
、

子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
事
業
、
学

習
指
導
お
よ
び
相
談
な
ど
に
関
す
る

事
業
な
ど

補
助
対
象
経
費

①
食
材
費
、
②
会

場
使
用
料
、
③
消
耗
品
費
、
④
教
材

費
、
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
る
人
件

費
、
⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料

補
助
金
の
額

１
団
体
あ
た
り
２
万

円（
月
額
）を
上
限
と
し
、補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１

申
請
期
間

随
時

申
込
・
問
合

こ
ど
も
未
来
課
（
市

役
所
１
階
３
番
窓
口
）

「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」

「
育
児
・
家
庭
内
・
夫
婦
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
」「
離
婚
し
た
い
け
れ
ど

将
来
が
不
安
」…
な
ど
、暮
ら
し
の
中

で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
。
女

性
相
談
で
は
、
専
門
の
女
性
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
一
緒
に
考
え
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現

し
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
場
で

も
あ
り
ま
す
。
自
分
を
責
め
る
の
で

は
な
く
、
不
安
の
対
象
を
は
っ
き
り

さ
せ
、対
応
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

配
偶
者
・
恋
人
な
ど
か
ら
暴
力
を
振

る
わ
れ
る
、
暴
言
を
吐
か
れ
た
り
無

視
さ
れ
た
り
…
こ
れ
っ
て
Ｄ
Ｖ
？

モ
ラ
ハ
ラ
？
　
と
い
っ
た
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
程

４
月
18
日
、
５
月
２
日
、
16

日
、
６
月
20
日
、
７
月
４
日
、
18
日
、

８
月
１
日
、９
月
５
日
、19
日
、10
月

３
日
、11
月
７
日
、21
日
、12
月
19
日
、

平
成
30
年
１
月
16
日
、２
月
６
日
、20

日
、３
月
６
日
　
い
ず
れ
も
火
曜
日
。

午
後
１
時
～
４
時
の
間
で
50
分
程
度

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

申
込

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
電
話
予

約
（
☎
21
・
６
５
５
５
）

問
合

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
、
人
権
市

民
協
働
課（
市
役
所
１
階
２
番
窓
口
）

※
市
の
相
談
担
当
者
が
応
じ
る
女
性

相
談
は
、
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
お
よ
び

市
役
所
開
庁
時
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
の
価
格
な
ど
を
記
載
し

た
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

期
間
　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

対
象

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
持
つ

納
税
者

持
物

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）。代
理
人
ま
た
は
法
人
の

場
合
は
、本
人（
会
社
）の
委
任
状
を

あ
わ
せ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

条
東
小
学
校
図
書
室
を
、
各
月
第

２
土
曜
日
、
４
月
８
日
、
５
月
13
日
、

６
月
10
日
、
７
月
８
日
の
午
前
９
時

～
11
時
30
分
の
時
間
帯
を
地
域
に
開

放
し
ま
す
。
正
門
か
ら
お
入
り
く
だ

さ
い
。
※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問
合

生
涯
学
習
課（
市
役
所
３
階
）

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

と
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、
市
内
の
公
園
・

道
路
・
河
川
な
ど
で
緑
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
泉

大
津
市
緑
化
活
動
推
進
事
業
助
成
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
に
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
環
境
課
み
ど
り

推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
期
間

４
月
３
日
㈪
～
５
月
31

日
㈬

申
請
・
問
合

環
境
課
（
市
役
所
２

階
21
番
窓
口
）
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本
人
通
知
制
度
の
登
録
期
間
が

新
規
の
場
合
、
無
期
限
に
！

総
合
政
策
部
地
域
経
済
課
が
市
役
所

本
庁
舎
４
階
へ
移
転
し
ま
し
た

４
月
１
日
よ
り
、
総
合
政
策
部
地

域
経
済
課
・
商
工
業
振
興
担
当
お
よ

び
港
湾
振
興
担
当
が
テ
ク
ス
ピ
ア
大

阪
１
階
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
４
階
へ

執
務
室
を
移
転
し
ま
し
た
。

な
お
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１
階

の
地
域
経
済
課
・
労
働
政
策
担
当
は

４
月
１
日
以
降
も
現
状
の
ま
ま
業
務

を
行
い
ま
す
。

問
合

地
域
経
済
課（
市
役
所
４
階
）

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
に
あ
り
ま

し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、

地
域
経
済
課
執
務
室
の
本
庁
移
転
に

伴
い
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

４
月
初
旬
に
対
象
と
見
込
ま
れ
る

人
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
受
付

期
間
は
４
月
10
日
㈪
～
10
月
10
日
㈫

ま
で
の
６
か
月
間
で
す
。ま
ず
は
、届

い
た
申
請
書
や
同
封
の
お
知
ら
せ
な

ど
を
確
認
の
う
え
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
申
請
で

き
ま
す
の
で
同
封
の
返
信
用
封
筒
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件
　
次
の
①
～
④
を
満
た
す

人①
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民

票
が
泉
大
津
市
に
あ
る
こ
と

②
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

③
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
に
当
た
ら

な
い
こ
と

④
生
活
保
護
の
受
給
者
で
な
い
こ
と

※
特
に
要
件
③
は
、
働
い
て
い
る
お

子
さ
ん
な
ど
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る

場
合
、
多
く
が
支
給
対
象
外
と
な
り

ま
す
。
申
請
す
る
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

支
給
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万

５
千
円
（
支
給
は
１
回
限
り
）

申
請
方
法

郵
送
ま
た
は
専
用
窓
口

へ
持
参（
郵
送
の
場
合
、同
封
の
返
信

用
封
筒
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

必
要
事
項
の
記
入
（
特

に
電
話
番
号
）や
印
鑑
の
押
印
、添
付

書
類
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
不

備
が
あ
り
ま
す
と
支
給
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

問
合

臨
時
給
付
金
担
当
室
（
市
役

所
３
階
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
）
交
付
通
知
は
が
き
が
届

い
た
人
で
、
市
役
所
開
庁
時
に
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
ら
れ

な
い
人
は
、
次
の
日
程
で
時
間
外
交

付
窓
口
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
12
日
㈬
　
午
後
７
時
ま

で問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、
全

国
で
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広

が
っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の

つ
な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
26
日
㈬
　
午
後
６
時
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、
当
日
中
止
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
23
・
１
３
９
０
）

へ問
合

こ
ど
も
未
来
課
（
市
役
所
１

階
３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版
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!
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イ
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な
ど
の
ご
案
内
で
す
。
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市役所
お知らせ

からの

地
域
経
済
課

移
転
の
ご
案
内

※H29年3月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
75,398人 (−50人)

●女
39,257人 (−14人)

●男
36,141人 (−36人)

●世帯数
33,748世帯(−2世帯)
●面積

13.43㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
交
付
窓
口
に
つ
い
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

女
性
相
談

こ
ど
も
の
居
場
所
を
つ
く
っ
て

み
た
い
人
、
支
援
し
ま
す
！

平
成
29
年
度
　
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

臨
時
福
祉
給
付
金

（
経
済
対
策
分
）
受
付
開
始

▷受付期間および専用窓口について（土・日曜日、祝日除く）
期　間 場　所

4月 10 日㈪～ 4月 28 日㈮
5月 1日㈪～ 10 月 10 日㈫

101 会議室（市役所１階）
臨時給付金担当室（市役所３階）

※受付時間は午前９時～午後５時です。
※申請期限を過ぎると原則として受理することができません
　ので、ご注意ください

条
東
小
学
校
図
書
室
開
放

（
４
～
７
月
）
の
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
泉
大
津
市
緑
化

活
動
推
進
事
業
助
成
金

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂

４
月
26
日
に
開
催
！花の手入れの様子



仮
算
定
期
間（
４
～
６
月
）の
保
険
料

を
４
月
上
旬
に
通
知

国
民
健
康
保
険
料
は
、
年
度
ご
と

に
世
帯
単
位
で
算
出
す
る
所
得
割
額

（
前
年
中
の
総
所
得
金
額
か
ら
計

算
）、
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
よ
り

計
算
）、
平
等
割
額
（
一
世
帯
あ
た
り

の
金
額
）
の
合
計
額
で
す
。

し
か
し
、賦
課
期
日
現
在（
４
月
１

日
）に
は
、前
年
中
の
所
得
が
把
握
で

き
な
い
た
め
、４
～
６
月
を「
仮
算
定

期
間
」と
し
、７
月
に
本
算
定
を
し
て

平
成
29
年
度
の
年
間
保
険
料
を
確
定

し
ま
す
。

仮
算
定
期
間
（
４
～
６
月
）

前
年
度
保
険
料
の
12
分
の
３
か
月

分
を
仮
決
定
保
険
料
と
し
た
も
の
で

す
。な
お
、４
月
１
日
時
点
で
、介
護

分
保
険
料
該
当
者
が
１
人
も
い
な
い

場
合
は
、
前
年
度
保
険
料
よ
り
介
護

分
保
険
料
を
除
き
ま
す
。
仮
算
定
期

間
の
保
険
料
は
、
４
月
上
旬
に
通
知

し
ま
す
。
仮
算
定
期
間
中
の
被
保
険

者
の
異
動
（
資
格
取
得
、
喪
失
な
ど
）

に
伴
う
保
険
料
の
更
正
は
、
７
月
の

本
算
定
時
に
合
わ
せ
て
計
算
し
、
保

険
料
を
調
整
し
ま
す
。

本
算
定
（
７
月
）

７
月
に
、「
平
成
28
年
中
の
総
所
得

金
額
」
と
「
平
成
29
年
度
の
保
険
料
率

な
ら
び
に
加
入
人
数
な
ど
」
に
よ
り
本

算
定
を
し
、
今
年
度
の
年
間
保
険
料
を

確
定
し
ま
す
。
７
月
以
降
に
納
め
る
保

険
料
は
、
確
定
し
た
年
間
保
険
料
か
ら

仮
算
定
期
間
の
保
険
料
を
差
し
引
い

た
金
額
を
、
７
月
か
ら
３
月
の
９
か
月

で
振
り
分
け
ま
す
。

な
お
、本
算
定
以
降
に
、転
出
ま
た

は
他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
喪

失
し
た
場
合
、
資
格
喪
失
の
月
以
降

に
保
険
料
を
精
算
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
は
納
期
内
の
納
付
を

特
別
な
事
情
が
な
く
、
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
次
の
よ
う
な
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

①
督
促
状
の
送
付

②
短
期
被
保
険
者
証（
３
か
月
更
新
）

の
交
付

③
資
格
証
明
書
の
交
付
（
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の

も
の
。
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
）

④
保
険
給
付
の
差
し
止
め
（
保
険
給

付
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
差
し
止

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
差
し
止
め

ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
滞
納
分

が
差
し
引
か
れ
る
場
合
あ
り
）

滞
納
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。失
業
や
災
害
な
ど
、や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
納

付
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利

保
険
料
を
納
め
忘
れ
な
い
た
め

に
、原
則
、口
座
振
替
で
の
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
市
指
定
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
保
険
年
金
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

■
１
か
月
１
万
６
４
９
０
円
に

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

（
定
額
）
は
、
１
か
月
１
万
６
４
９
０

円
に
な
り
ま
す
。
納
付
に
は
前
納
に

よ
る
割
り
引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
が
あ
る
人
へ

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
は
、収
入
の
減
少
な
ど
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
、

保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
、
一
部
免

除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
）
制

度
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間
は
、申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
で
す
。

失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除

失
業
や
災
害
な
ど
を
理
由
と
し
た

免
除
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
に
な
る
特
例
免

除
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類

年
金
手
帳
・
認
め
印
・

失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
・
離
職
票
な
ど
）、学
生

納
付
特
例
申
請
の
場
合
は
、
学
生
で

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

注
意
事
項

▽
申
請
が
遅
れ
る
と
、
障
が
い
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
特

例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得

が
審
査
対
象
で
す
。
前
年
所
得
が

免
除
の
所
得
基
準
を
超
え
て
い
る

場
合
や
前
年
所
得
が
確
認
で
き
な

い
場
合
は
申
請
が
却
下
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▽
納
付
猶
予
は
配
偶
者
、
全
額
免
除

と
一
部
免
除
は
配
偶
者
と
世
帯
主

も
所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
ら

れ
る
「
追
納
制
度
」

免
除
承
認
期
間
は
、保
険
料
を
定
額

納
付
し
た
と
き
と
比
べ
て
、将
来
受
け

取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
承
認
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、３
年
度
目
以

降
の
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）、日
本
年
金
機
構
堺
西
年

金
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・

７
９
０
０
）

国
民
健
康
保
険
料
の
通
知
書

を
送
付
し
ま
す

35 広報いずみおおつ　平成29年4月号

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

減
免
申
請
対
象
者
（
①
～
⑤
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
）

①
所
有
者
が
平
成
29
年
１
月
１
日
現

在
、
65
歳
以
上
、
特
別
障
が
い
者
、

寡
婦（
夫
）の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と
②
所
有
者
お
よ
び
家
族
全
員
の
所
得

が
市
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額

以
下
で
あ
る
こ
と
。
市
民
税
均
等

割
非
課
税
限
度
額
の
計
算
方
法
は

次
の
と
お
り
。35
万
円
×（
本
人
・

控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
の

合
計
数
）＋
21
万
円（
扶
養
親
族
が

あ
る
場
合
の
加
算
額
）

③
所
有
者
本
人
が
居
住
し
て
い
る
資

産
以
外
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
な
い
こ
と

④
所
有
す
る
家
屋
の
延
べ
床
面
積
が

70
㎡
以
下

⑤
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含

む
）
の
年
税
額
が
５
万
円
以
下

減
免
額

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
２
分
の
１

持
物

印
鑑
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）ま
た
は
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
、
写
真

付
き
身
分
証
明
書

申
請
期
限

納
期
限
ま
で
（
平
成
29

年
度
第
１
期
か
ら
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、５
月
31
日
㈬
ま
で
。

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、
２

期
以
降
の
取
り
扱
い
）

ま
た
②
の
所
得
要
件
の
確
定
が
６

月
１
日
以
降
な
の
で
、
減
免
の
可
否

の
通
知
お
よ
び
減
免
の
通
知
書
の
発

送
は
そ
れ
以
降
と
な
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
５
番
窓
口
）

現
在
、公
的
年
金
か
ら
市
･府
民
税

を
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
平

成
29
年
４
月
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
か
ら
、
介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
と
同
様
に
、
平

成
29
年
度
分
の
市
・
府
民
税
額
が
決

定
す
る
ま
で「
仮
特
別
徴
収
」が
行
わ

れ
ま
す
。

「
仮
特
別
徴
収
」
は
ど
ん
な
制
度
？

「
仮
特
別
徴
収
」
と
は
、
前
年
度
分

の
公
的
年
金
等
に
係
る
年
税
額
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
、
新
年
度

で
あ
る
平
成
29
年
度
の
税
額
が
決
定

す
る
ま
で
の
間「
仮
特
別
徴
収
税
額
」

と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月
の
公
的

年
金
か
ら
天
引
き
し
、
平
成
29
年
度

の
市
・
府
民
税
額
の
決
定
時
に
、
納

付
済
み（
予
定
）の
税
額
と
し
て
差
し

引
く
制
度
で
す
。

平
成
29
年
度
の
納
付
額
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
？

平
成
29
年
度
市
・
府
民
税
は
、
仮

特
別
徴
収
税
額
は
納
付
済
み
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
。
６
月
に
送
付
す
る

「
平
成
29
年
度
市
民
税
・
府
民
税

納
税
通
知
書
」に
は
、４
月
・
６
月
・

８
月
分
の
仮
特
別
徴
収
税
額
を
、
平

成
29
年
度
の
年
金
所
得
に
対
す
る
税

額
か
ら
差
し
引
き
、
そ
の
残
り
の
税

額
を
10
月
・
12
月
・
２
月
分
の
特
別

徴
収
税
額
と
し
て
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
中
に
税
額
変

更
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
公
的
年
金

か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）が
中
止

さ
れ
て
い
る
人
は
、
平
成
29
年
の
４

月
・
６
月
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る
公

的
年
金
か
ら
市
・
府
民
税
の
「
仮
特

別
徴
収
」
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
、平
成
29
年
度
市
・
府
民
税
は
、前

半
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
の
納

付
）、後
半
は
特
別
徴
収
と
い
う
納
め

方
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

「
仮
特
別
徴
収
税
額
」は
具
体
的
に
い

く
ら
な
の
？

平
成
28
年
６
月
に
送
付
し
た
「
平

成
28
年
度
市
民
税
・
府
民
税
　
納
税

通
知
書
」の
表
紙
に
、あ
ら
か
じ
め
平

成
29
年
４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
特

別
徴
収
税
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合

税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

低
所
得
者
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
申
請

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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公
的
年
金
か
ら
の

市
・
府
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

市・府民税、固定資産税・都市計画税および軽自動車税の
納期限など（随時課税分を除く）は、下表のとおりです。市
税は、市民の皆さんがさまざまな行政サービスを受けるため
の貴重な財源です。納期内納付へのご協力をお願いします。
市税納付は納め忘れのない口座振替が便利です
口座振替のご案内 口座振替にしていただくと、納付の手間
が省け、確実に納付することができるので非常に便利です。

口座振替の申し込みは、下表の申し込み期日までに引落通
帳と金融機関届出印を持参のう
え、口座振替取扱金融機関（※）
か市役所税務課窓口でお申し込み
ください。
申込・問合 税務課（市役所１階
5番窓口）へ

平成29年度 市税納期限のお知らせ

納税通知書の送付

6 月中旬

5月初旬

5月初旬

税　目

市・府民税
(普通徴収 )

固定資産税・
都市計画税

軽自動車税

期別
１期および全期前納

２期
３期
４期

１期および全期前納
２期
３期
４期
全期

納期限（口座引き落とし日）
６月 30日㈮
８月 31日㈭
10月 31日㈫
12月 27日㈬
5月 31日㈬
7月 31日㈪
10月 2日㈪
11月 30日㈭
５月 31日㈬

口座振替 申し込み期日
5 月 31日㈬
7月 31日㈪
9月 29日㈮
11月 30日㈭
4月 28日㈮
6月 30日㈮
8月 31日㈭
10月 31日㈫
4月 28日㈮

■ 29 年度　市税の納期限（口座引き落とし日）、口座振替申込期日、納税通知書の送付 ※取扱金融機関
三井住友銀行、りそな銀行、池
田泉州銀行、三菱東京ＵＦＪ銀
行、みずほ銀行、近畿大阪銀
行、紀陽銀行、三井住友信託銀
行、関西アーバン銀行、大阪信
用金庫、いずみの農業協同組
合、商工組合中央金庫、近畿労
働金庫、近畿産業信用組合、ミ
レ信用組合　の各大阪府内店
ゆうちょ銀行、郵便局

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
か
わ
り
ま
す

■起業を応援！！事業者のための労務管理・安全衛生
管理診断サイトのお知らせ　起業の際に困っていることはありま
せんか？　ホームページで労務管理・安全衛生管理の診断ができ
ます。Web 診断は「スタートアップ労働条件」で検索！
問合 泉大津労働基準監督署

■ご存知ですか？　「無期転換ルール」
有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたときは、労働

者の申し込みにより、期間の定めのない労働契約に転換できるル
ールです。無期転換後の労働条件は、別段の定めがない限り無期転
換前と同一となります。
問合 大阪労働局雇用環境・均等部指導課

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

大阪労働局雇用環境・均等部指導課
（☎06・6949・6494）



本
市
の
毛
布
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
瀧

芳
㈱
が
製
造
す
る
シ
ル
ク
リ
ビ
ン
グ

ケ
ッ
ト
が
、
地
域
の
名
品
を
発
掘
す

る
「
ふ
る
さ
と
名
品
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
」の『
自
治
体
が
勧
め
る
ま
ち
の

逸
品
』
部
門
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
！

「
ふ
る
さ
と
名
品
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
」は
、広
告
代
理
店
や
メ
デ
ィ
ア

関
連
企
業
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
が

主
催
し
内
閣
府
な
ど
が
後
援
し
て
い

る
制
度
で
、
瀧
芳
㈱
の
シ
ル
ク
リ
ビ

ン
グ
ケ
ッ
ト
は
地
域
の
将
来
を
支
え

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
名
品
を
選

定
す
る
『
自
治
体
が
勧
め
る
ま
ち
の

逸
品
』
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
シ
ル
ク
リ
ビ
ン
グ

ケ
ッ
ト
は
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合

地
域
経
済
課（
市
役
所
４
階
）

２
月
25
日
に
鶴
見
緑
地
公
園
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
、（
公
財
）
国
際
花

と
緑
の
博
覧
会
記
念
協
会
が
主
催
す

る「
第
５
回
み
ど
り
の
交
流
広
場
」に

泉
大
津
市
の
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
が
発
表
団
体
と
し
て
招
待
さ

れ
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
日
ご
ろ
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
緑
化
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
　
環
境
課
み
ど
り
推
進
係
（
市

役
所
２
階
21
番
窓
口
）

市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

発
的
な
公
益
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。こ
の
補
助
金
制
度
は
、皆
さ
ん
か

ら
の
寄
附
と
市
の
積
立
に
よ
る
「
泉

大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」
を
財
源

と
し
て
い
ま
す
。

審
査

６
月
18
日
㈰
実
施
予
定
の
応

募
団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
市
民
活
動
に
関
す

る
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
が
総
合
的
に
評
価
し
、
補
助
金

の
交
付
決
定
は
６
月
末
を
予
定
。

対
象
と
な
る
事
業
や
補
助
の
種
類
な

ど
、
詳
し
く
は
広
報
３
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

申
請
書
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
　
人
権
市
民
協
働
課
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）
を
４
月
28
日
㈮
ま

で
に
、
人
権
市
民
協
働
課
に
直
接
提

出
。（
郵
送
不
可
）

瀧
芳
㈱
の
シ
ル
ク
リ
ビ
ン
グ
ケ

ッ
ト
が
優
秀
賞
を
獲
得
！

が
ん
ば
る
市
民
公
益
活
動
応
援

補
助
金
の
申
請
団
体
募
集
中
！
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（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

外
来
生
物
を
飼
う
前
に

考
え
て
ほ
し
い
こ
と

最
近
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来

生
物（
本
来
、そ
の
地
域
で
生
息
し
て

い
な
い
生
物
）
や
外
来
魚
な
ど
が
多

く
繁
殖
し
て
生
態
系
に
大
き
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

外
来
生
物
の
多
く
は
、
人
間
の
ペ

ッ
ト
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
育

し
な
か
っ
た
一
部
の
飼
い
主
が
発
端

で
繁
殖
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。ア

ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来
生
物
の

多
く
は
、本
来
野
生
動
物
で
あ
り
、犬

や
猫
の
よ
う
に
人
間
に
な
つ
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、ア
ラ
イ
グ
マ

な
ど
一
部
の
外
来
生
物
の
飼
養
は
、

法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
来
生
物
や
動
物
な
ど
を
飼
育
す

る
前
に
は
、
よ
く
考
え
て
か
ら
飼
育

し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

猫
と
仲
よ
く

共
存
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
ら
猫（
飼
い
主
の
い
な
い
猫
）や

放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
る
猫
に
よ
る

フ
ン
・
尿
の
苦
情
や
、
に
お
い
・
鳴

き
声
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
の
ら
猫
の
問
題
は
、
一
部

の
飼
い
主
が
猫
を
捨
て
る
な
ど
の
無

責
任
な
飼
育
を
行
っ
た
こ
と
が
発
端

で
す
。

そ
し
て
、
の
ら
猫
へ
の
エ
サ
や
り

に
よ
っ
て
さ
ら
に
繁
殖
を
促
進
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
付
近
に
フ
ン
・
尿

が
放
置
さ
れ
、
ま
た
残
飯
に
カ
ラ
ス

や
虫
な
ど
も
集
ま
る
た
め
不
衛
生
に

な
り
、
近
隣
の
皆
さ
ん
へ
の
迷
惑
と

な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
猫
は
、
飼
育
環
境
を
整
え
れ

ば
室
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
飼
い
主

の
皆
さ
ん
は
、
飼
育
方
法
を
今
一
度

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

の
ら
猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
考

え
、行
動
し
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
間

と
猫
が
仲
よ
く
共
存
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

犬
を
正
し
く
し
つ
け
よ
う

飼
い
主
に
よ
る
犬
の
フ
ン
・
尿
の

放
置
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
愛
犬
も
あ
な
た
の
家
族

で
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
他

人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

快
適
に
愛
犬
と
暮
ら
す
た
め
に
も
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
　

生
後
91
日
以
上
経
過
し
た
犬
を
飼

う
と
き
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、30
日
以
内
に
飼
犬
登
録（
一
生
涯

に
１
回
）が
必
要
で
す
。ま
た
、毎
年

１
回
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
さ

せ
、
飼
い
犬
に
鑑
札
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と
が

飼
い
主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と

き
は
、
リ
ー
ド
を
つ
け
て
犬
を
制
御

で
き
る
人
が
行
い
、
フ
ン
は
持
ち
帰

り
尿
は
水
で
流
す
な
ど
、
後
始
末
は

責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、首
輪
な
ど
は
き
つ
く
締
め
、リ

ー
ド
を
適
切
な
長
さ
に
保
ち
、
歩
行

者
な
ど
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
カ
ラ
ス
に

荒
ら
さ
れ
な
い
た
め
に

最
近
、
カ
ラ
ス
が
ご
み
袋
を
食
い

散
ら
か
す
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
都
市
部
に
飛
来
す
る
カ
ラ
ス

の
多
く
は
、
人
間
が
出
す
生
ご
み
を

エ
サ
に
す
る
た
め
集
ま
り
、
集
団
で

広
範
囲
に
わ
た
り
行
動
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
被
害
を
な
く
す
た
め
、

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
下
に
示
す
よ

う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

ど
う
ぶ
つ
と
一
緒
に

暮
ら
す
た
め
に

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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①放し飼いをやめ室内で飼育しましょう。交通事故やノミ・ダニ

などによる病気（皮膚炎など）、迷子などを防げます。

②首輪などに名札などをつけ、飼い主がわかるようにしましょう。

③近隣でフン・尿をさせないようにトイレのしつけをしましょう。

④繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を受けましょう。

①むやみに驚かせたり、触ったりしないようにしましょう。

②珍しいからといって、エサをあげたりしないようにしましょう。

③日ごろから、外来生物や野生動物などが住みにくい環境づくりを

心がけましょう。雑草などは、定期的に刈り取り、残飯など（特に

ごみ収集日）も食い荒らされないように工夫しましょう。

①ごみは収集日当日に出しましょう。

②ごみは、ふたが付いたポリ容器に入れて出すか、ごみ散乱

防止ネットなどを活用しましょう。

③食品のムダや食べ残しを減らし、生ごみを減らしましょう。

④ごみ袋から生ごみが見えないようにしましょう。

①ルールとマナーを守って正しくしつけましょう。

②公園など公共の場所では決して放さないようにしましょう。

③最後まで責任をもって飼いましょう。

④繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を受けましょう。

猫の飼い主の皆さんへお願い。アライグマなどの外来生物を
見かけたときの注意

ごみを出すときの工夫犬の飼い主の皆さんへお願い。

自然豊かな和歌山の5施設
市民の皆さんが自然の中で心身をリフレッシュするととも

に、家族や仲間とのふれあいを図る場として、次の施設と契約
し、宿泊費の一部を補助しています。お気軽にご利用くださ
い。
【補助対象施設】
■きのくに中津荘（和歌山県日高郡日高川町高津尾1049
☎0738・54・0082）

日高川の清流や美しい山々、季節の味覚が楽しめ、ふるさと
体験や研修も可能な、自然の中の温泉宿泊施設です。
■鳴滝キャンプ場（和歌山県日高郡日高川町高津尾1471ー２、
および1013ー３　☎0738・54・0084）

全14棟のログハウス風バンガローと温水シャワー、水洗トイ
レ、炊事棟を備えた緑豊かなキャンプ場です。
■愛徳荘（和歌山県日高郡日高川町初湯川202　☎0738・
57・0241）

日高川上流、椿山ダム湖のほとりに建つ温泉宿で、美しい自
然や温泉、名物「栄作そば」などが堪能できます。
■かわべ天文公園（和歌山県日高郡日高川町和佐2107ー１
☎0738・53・1120）

天文台や、会議室としての利用も可能なプラネタリウムやギ
ャラリーを備え、望遠鏡のレンタルもできます。
■かわべテニス公園（和歌山県日高郡日高川町和佐2095
☎0738・53・0234）

計20面のコートや宿泊施設、レストランなどを備え、個人利
用のほか合宿や大会にもご利用いただけます。
【補助の詳細】
対象 小学生以上の市民（毎年度１人１回限り）
定員 先着50人（平成29年度）
補助金額 １人1,000円（他団体の利用券との併用や、市が助
成する事業は不可）
申込 施設へ直接予約後代表者が生涯学習課（市役所３階）へ

申請書（生涯学習課備え付け。要印鑑）に記入後、利用券を
発行。
問合 生涯学習課（市役所３階）

市が契約する施設の利用料金を補助します

み
ど
り
の
交
流
広
場
で

ポ
ス
タ
ー
発
表

↑発表の様子



（「
募
集
」
の
続
き
）

平
成
17
年
度
か
ら
す
べ
て
の
市
民

が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
を
送
る

こ
と
を
目
指
し
、「
健
康
泉
大
津
21
計

画
」を
、平
成
22
年
度
か
ら
は
、子
ど

も
た
ち
が
食
に
関
す
る
体
験
活
動
を

通
じ
、食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、命

の
大
切
さ
な
ど
を
育
む
こ
と
を
目
指

し「
泉
大
津
市
食
育
推
進
計
画
」を
策

定
し
、推
進
し
て
い
ま
す
。平
成
27
年

３
月
に
は
両
計
画
と
も
に
第
２
次
計

画
を
策
定
し
、重
点
施
策
を
中
心
に
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
施
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
計
画
に

反
映
す
る
た
め
、
推
進
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
健
康
泉
大
津
21
計
画

任
期

２
年
間
（
平
成
29
年
６
月
委

嘱
予
定
）

募
集
人
数

３
人
以
内

作
文
の
テ
ー
マ

「
こ
れ
か
ら
の
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
必
要
だ
と
思
う

こ
と
、
私
が
で
き
る
こ
と
」

▽
泉
大
津
市
食
育
推
進
計
画

任
期

４
月
～
平
成
31
年
３
月

募
集
人
数

３
人
以
内

作
文
の
テ
ー
マ

「
泉
大
津
市
の
食

育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
必
要
だ
と

思
う
こ
と
、
私
が
で
き
る
こ
と
」

共
通
事
項

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
設

置
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、希

望
す
る
委
員
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

８
０
０
字
程
度（
書
式
自
由
）の
作
文

を
添
付
し
て
、
郵
便
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
窓
口
へ
提
出

応
募
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

市
内
在
住
で
満
20
歳
以
上
の
人
。
健

康
づ
く
り
、
ま
た
は
食
育
に
関
心
が

あ
り
、
年
３
回
程
度
の
平
日
の
会
議

に
参
加
可
能
な
人
。
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
議
員
お
よ
び
職
員
（
非

常
勤
・
臨
時
職
員
含
む
）
で
な
い
人

応
募
期
間

４
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）な
お
、

郵
送
の
場
合
は
４
月
28
日
㈮
必
着

申
込
・
問
合

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

33
・
８
１
８
１
）（
〒
５
９
５
ー
０
０

１
３
　
宮
町
２
番
25
号
、
Ｅ
メ
ー

ル
：
hokencenter@
city.izum

iotsu.osaka.jp）
へ

資
格

平
成
28
年
５
月
31
日
ま
で
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、
直
系

２
親
等
内
の
親
族
・
配
偶
者
ま
た
は

そ
の
親
の
遺
骨
が
あ
っ
て
、
墓
地
の

な
い
人

申
込
方
法

申
込
墓
地
を
決
め
た
う

え
で
、
市
民
課
に
て
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
提
出
。

な
お
、
重
複
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
交
付

５
月
10
日
㈬
～
19

日
㈮

申
込
期
間

５
月
10
日
㈬
～
31
日
㈬

抽
選
日
時

公
園
墓
地
…
６
月
14
日

㈬
　
午
前
10
時
～
、
春
日
墓
地
…
６

月
15
日
㈭
　
午
前
10
時
～

抽
選
場
所

泉
大
津
市
役
所
３
階
大

会
議
室

納
付
期
間

６
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮

使
用
開
始
日

７
月
以
降
（
使
用
許

可
証
の
交
付
日
）
か
ら

募
集
内
容

■
公
園
墓
地（
板
原
町
）　
返
還
区
画

（
募
集
数
　
全
30
区
画
）

大
き
さ
、
金
額
、
向
き
が
同
じ
で
す
。

区
画
面
積

１
．
７
６
㎡
（
間
口
１
．

１
ｍ
×
奥
行
き
１
．
６
ｍ
　
巻
石
含

む
。）

永
代
使
用
料

56
万
円

管
理
料

１
万
３
０
０
０
円
（
年
間

２
６
０
０
円
を
５
年
分
一
括
前
納
）

■
春
日
墓
地（
春
日
町
）　
返
還
区
画

（
募
集
数
　
全
13
区
画
）

今
回
の
募
集
は
、
返
還
な
ど
が
あ

っ
た
区
画
を
整
備
し
た
も
の
で
、
各

区
画
に
つ
い
て
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で

立
地
も
違
い
ま
す
の
で
現
地
を
十
分

確
認
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）

泉
大
津
の
歴
史
的
な
町
並
み
保
全

を
目
的
と
し
た「
浜
街
道
ま
つ
り
」に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
約
５
０
０
０
人
が
来
場
す
る

活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
や
歴
史
的
な
町
並
み

な
ど
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
28
日
㈰
　
集
合
…
午
前

８
時
30
分（
ま
つ
り
本
部
前
）
解
散

…
午
後
４
時
30
分

場
所

浜
街
道
周
辺
地
域
（
新
川
中

橋
付
近
　
神
明
町
・
本
町
・
東
港

町
）

内
容

浜
街
道
ま
つ
り
運
営
補
助

（
主
に
受
付
補
助
、
来
場
者
案
内
な

ど
）詳

細
は
、
当
日
実
行
委
員
会
か
ら

説
明
。
交
通
費
と
し
て
一
律
２
０
０

０
円
と
昼
食
用
の
お
弁
当
を
用
意
し

ま
す
。

問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
23
番
窓
口
）

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団
で
は
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
か
ら
社

会
人
ま
で
多
く
の
仲
間
と
吹
奏
楽
を

通
じ
交
流
の
場
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？

練
習
日
の
見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

日
時

毎
週
火
・
土
曜
日
　
午
後
７

時
～
９
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

団
費

▽
社
会
人
…
月
２
０
０
０

円
、
▽
高
校
・
大
学
生
…
月
１
０
０

０
円

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３

階
）、泉
大
津
市
吹
奏
楽
団（
http://

izum
iotsu-city-band.jindo.c

om
）

２
つ
の
計
画
の
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
を

通
し
て
交
流

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
な
が
ら
障
が
い
の
あ
る
人

と
交
流
し
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に「
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
日

①
第
１
・
３
火
曜
日
　
②

第
２
・
４
火
曜
日
　
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
活
動
は
５

月
か
ら
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

人
、
ま
た
は
障
が
い
者
手
帳
を
お
持

ち
の
人
（
障
が
い
の
あ
る
人
は
事
前

に
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

定
員

①
、②
各
先
着
20
人（
申
込
者

が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
活
動
日

を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

会
費

１
回
１
０
０
円

申
込
・
問
合

４
月
12
日
㈬
と
13
日

㈭
の
両
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45

分
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
０
）
へ

入
会
説
明
会

日
時

４
月
24
日
㈪
　
午
後
１
時
30

分
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

シ
ニ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
事
業

受
講
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
学
び

た
い
意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

本
市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
プ
ー
ル
学

院
大
学
な
ら
び
に
短
期
大
学
部
、
羽

衣
国
際
大
学
、
桃
山
学
院
大
学
で
実

施
さ
れ
る
社
会
人
向
け
講
座（
前
期
）

の
募
集
に
合
わ
せ
、
講
座
を
受
講
す

る
人
に
受
講
料
な
ど
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象

60
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

対
象
経
費

受
講
料
、資
料
代
、テ
キ

ス
ト
代
の
合
計
の
半
額
（
千
円
未
満

切
り
捨
て
、
上
限
１
万
円
）

※
複
数
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
、

補
助
対
象
と
な
る
の
は
１
講
座
の
み

と
な
り
ま
す
。ま
た
、出
席
回
数
が
３

分
の
２
に
満
た
な
い
場
合
は
、
補
助

金
を
支
給
し
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
講
座

①
プ
ー
ル
学
院
大
学
な
ら
び
に
短
期

大
学
部
聴
講
生
・
科
目
等
履
修
生

（
☎
０
７
２
・
２
９
２
・
７
２
０
１
）

②
羽
衣
国
際
大
学
授
業
公
開
講
座

（
☎
０
７
２
・
２
６
５
・
７
０
０
０
）

③
羽
衣
国
際
大
学
社
会
人
講
座

（
０
７
２
・
２
６
５
・
７
１
４
５
）

④
桃
山
学
院
大
学
社
会
人
聴
講
生

（
☎
54
・
３
１
３
１
）

⑤
桃
山
学
院
大
学
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
☎
54
・
３
１
３
１
）

※
受
講
申
込
が
す
で
に
終
了
し
て
い

る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間

大
学
へ
直
接
講
座
申
し

込
み
後
、
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
印
鑑

を
持
参
し
、
企
画
調
整
課
へ

問
合

▽
シ
ニ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
…
企
画
調
整
課

（
市
役
所
４
階
）　
▽
講
座
内
容
に
つ

い
て
…
各
大
学

昨
年
好
評
で
あ
っ
た
ア
ッ
プ
テ
ン

ポ
の
曲
に
合
わ
せ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
講
座
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
初
め
て
の
人
で
も
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
な
が
ら
介
護
予
防
を
実
践
で
き

ま
す
。

日
時

５
月
２
日
、16
日
、23
日
、30

日
、
６
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分

場
所

総
合
体
育
館

対
象

65
歳
以
上
の
市
民
。
介
護
予

防
活
動
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
（
年

齢
不
問
。た
だ
し
、65
歳
未
満
の
受
講

者
は
、講
座
終
了
後
、２
日
間
の
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
の
受
講
が
必
須

で
す
。
)

定
員

先
着
35
人

講
師

公
益
社
団
法
人
　
日
本
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
協
会
　
公

認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合

４
月
10
日
㈪
～
25
日

㈫
に
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
８

番
窓
口
）
窓
口
か
電
話

日
時

４
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員

当
日
先
着
60
人

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
会
場
受

付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

講
師

桧
本
多
加
三
氏
（
郷
土
史
研

究
家
）
　

申
込
・
問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課

（
市
役
所
２
階
23
番
窓
口
）

カ
ラ
オ
ケ
友
の
会

会
員
募
集
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申込番号
1
2
3
4
5
6
7

区画数
1
2
4
1
2
2
1

間口×奥行き（ｍ）
1.00×1.00
0.90×1.30
1.30×1.10
0.85×1.80
1.20×1.30
0.93×1.80
1.80×1.15

永代使用料（管理料含）
363,000 円
424,700 円
519,000 円
555,300 円
566,200 円
607,600 円
751,400 円

浜
街
道
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

泉
大
津
市
吹
奏
楽
団

団
員
募
集

歴
史
こ
ぼ
れ
話

「
井
伊
　
直
虎
・
女
城
主
」

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か

大
学
の
社
会
人
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
講
座
　
今
か
ら

始
め
る
は
じ
め
て
ダ
ン
ス
　



（
「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

日
時

４
月
21
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

（
全
12
回
）
　
午
後
７
時
～
９
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員

先
着
18
人

受
講
料

１
０
０
０
円

申
込

４
月
４
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家
族

が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
（
申
し
込

み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
は
返
金

で
き
ま
せ
ん
）

問
合

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎

32
・
６
４
３
２
）

視
覚
障
が
い
者
へ
の
声
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
テ
ー
プ
録
音
に
よ
る
情

報
提
供
に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
行
う
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

５
月
19
日
～
10
月
20
日
　
第

１
・
３
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
全
10
回
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
20
人
（
た
だ
し
申
し
込

み
が
５
人
に
満
た
な
い
と
き
は
中
止

す
る
場
合
あ
り
）

申
込
・
問
合

４
月
３
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
・
１
３
９
０
）
に
て

地
域
の
高
齢
者
が
共
に
『
学
び
』

共
に
『
活
か
す
』
た
め
に
「
い
き
い

き
大
学
」
を
開
講
し
ま
す
。

日
時

５
月
11
日
㈭
～
９
月
７
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
た
だ
し
５

月
11
日
は
午
後
１
時
～
３
時
。
全
15

回
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員

１
１
０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
次
の
条
件
の
順
に
優

先
　
①
過
去
３
年
間
連
続
し
て
同
じ

講
座
を
申
し
込
ん
だ
が
抽
選
で
落
選

し
た
人
　
②
昨
年
受
講
し
て
い
な
い

人
〈
①
・
③
以
外
の
人
〉
　
③
昨
年

受
講
し
た
人
）

受
講
料

１
０
０
０
円
（
全
15
回

分
）

内
容

地
域
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
や
健
康
や
認
知
症
、
歴
史
、
体

操
　
な
ど

申
込
・
問
合

４
月
12
日
㈬
と
13
日

㈭
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１

３
９
０
）
へ
（
電
話
申
し
込
み
不

可
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
初
心
者
向
け
の
教
養
講
座
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

申
込

４
月
12
日
㈬
、
13
日
㈭
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
申
し
込
み
は

不
可
）

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
次

の
条
件
の
順
で
優
先
し
ま
す
。

①
過
去
３
年
間
、
同
じ
講
座
を
申
し

込
ん
だ
が
抽
選
で
落
選
し
た
人
　
②

昨
年
受
講
し
て
い
な
い
人
（
①
・
③

以
外
の
人
）
　
③
昨
年
受
講
し
た
人

注
意

▽
都
合
に
よ
り
日
程
・
回
数
な
ど
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

▽
講
座
に
か
か
る
道
具
・
消
耗
品
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
後
、
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
定
員
に
達
す
る
ま
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

英
会
話
教
室

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

40

日
時

５
月
10
日
～
平
成
30
年
３
月

14
日
の
毎
週
水
曜
日（
全
40
回
）　
午

後
６
時
45
分
～
８
時
45
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
全
講
座
受
講
可
能
な
人

規
定
数
以
上
受
講
し
た
人
に
は
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

定
員

先
着
25
人
（
開
催
最
低
人
数

５
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

テ
キ
ス
ト
代

３
２
４
０
円

申
込
・
問
合

４
月
３
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
23
・
１
３
９
０
）
に
て

ダ
ン
ス
し
な
が
ら
手
話
を
覚
え
よ
う

（
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
も
参
加
可
能
）

日
時

５
月
30
日
、６
月
20
日
、７
月

25
日
、９
月
５
日
、10
月
24
日（
全
５

回
）
い
ず
れ
も
火
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員

15
人

持
物

動
き
や
す
い
上
履
き
・
飲
み

物
・
タ
オ
ル

一
時
保
育

６
か
月
か
ら
未
就
学
児

ま
で
先
着
５
人
。
４
月
28
日
㈮
ま
で

に
要
申
し
込
み

講
師

小
林
光
子
氏

申
込
・
問
合

４
月
14
日
㈮
か
ら
に

ん
じ
ん
サ
ロ
ン
窓
口
ま
た
は
電
話

（
☎
21
・
６
５
５
５
）
に
て

春
季
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
創
作
展
い
ず
み
ー
和
泉
市
文
化

協
会
美
術
部
門
十
一
部
門
の
粋

ー
」和

泉
市
文
化
協
会
美
術
部
門
11

部
門
の
粋
を
集
め
た
作
品
を
、
一

堂
に
会
し
ま
す
。

日
時

４
月
15
日
㈯
～
６
月
18
日

㈰
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展

示
室

費
用

入
館
料（
一
般
３
１
０
円
、

65
歳
以
上
・
高
大
生
２
１
０
円
）

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ

「
弥
生
の
米
つ
き
体
験
」

日
時

４
月
15
日
㈯
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル

対
象

こ
ど
も
、
一
般
市
民

費
用

無
料（
要
入
館
料
、子
ど
も

フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
ク
ー
ポ
ン
を
お

持
ち
の
人
は
無
料
）

問
合

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
、
http://w
w
w
.

kanku-city.or.jp/yayoi/）

「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
　
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
安

全
な
ま
ち
大
阪
」を
目
指
し
、防
犯
委

員
会
な
ど
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

市
、
警
察
と
協
力
し
て
春
の
地
域
安

全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
犯
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間

４
月
18
日
㈫
～
27
日
㈭

運
動
の
重
点
３
項
目

①
子
ど
も
や
女
性
を
対
象
と
す
る
犯

罪
の
被
害
防
止
、
②
特
殊
詐
欺
の
被

害
防
止
、
③
ひ
っ
た
く
り
お
よ
び
自

動
車
を
対
象
と
す
る
犯
罪
の
被
害
防

止問
合

泉
大
津
警
察
署
（
☎
23
・
１

２
３
４
）

交
通
事
故
、貸
・
借
金
、近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
調
停
利

用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
４
月
26
日
㈬
…

岸
和
田
浪
切
ホ
ー
ル
４
階
、
▽
５

月
24
日
㈬
…
和
泉
市
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
南
棟
２
階
相
談
室
４
号
　
い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
４
時

問
合

大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎

０
６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

な
ど
が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で

す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
協
力
の
も

と
、「
ね
こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

ホ
ル
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
す
。

日
時

４
月
25
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
20
人

材
料
費

３
０
０
円

問
合

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

▽
４
月
23
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
泉
大
津
市
役
所
駐
車
場

な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
休
憩

し
ま
す
。

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

手
話
講
習
会
（
初
心
者
向
け
）

裁
判
所
の
民
事
調
停
委
員
に
よ

る
民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

春
の
地
域
安
全
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す
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朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

講座名
書道

詩吟
～漢詩鑑賞と吟詠～

男性のための料理

お菓子づくり

絵手紙

音楽療法を楽しむＡ

リフレッシュ体操Ａ

楽しいうた

自力整体体操Ａ

健康づくり
筋力トレーニングＡ

リズム体操

日時・回数・定員
５月 15日㈪～ 3月 19日㈪（第１･３月　全 21回）

午後１時～２時 30分　定員 35人
５月 9㈫～３月 27日㈫（第２･４火　全 21回）

午前 10時～ 11時 30分　定員 20人

５月 18日㈭～ 3月 15日㈭（第１･３木　全 21回）
午後 2時～３時 30分　定員 30人

５月 26日㈮～ 3月 23日㈮（第４金　全 10回）
午前 10時～午後 0時 30分　定員 24人

５月 9日㈫～３月 13日㈫（第２火　全 11回）
午後 1時 30分～ 3時 30分　定員 16人

５月 16日㈫～ 3月 20日㈫（第１･３火　全 18回）
午後 1時 30分～ 3時　定員 20人

５月 18日㈭～ 10月 5日㈭（第１･３木　全 10回）
午前 10時～ 11時 30分　定員 16人

５月 24日㈬～ 10月 11日㈬（第２･４水　全 10回）
午前 10時 30分～ 11時 45分　定員 20人

５月 9日㈫～ 10月 10日㈫（第２･４火　全 10回）
午前 10時 30分～正午　定員 20人

５月 16日㈫～ 3月 20日㈫（第１･３火　全 20回）
午前 10時 30分～正午　定員 40人

５月 12日㈮～ 9月 29日㈮（第２･４金　全 10回）
午前 10時 30分～正午　定員 25人

受講料･材料費等

800 円
（教材費込）

7,100 円
（材料費含）

7,000 円
（材料費含）

1,000 円

1,000 円

1,500 円

1,000 円
（教材費含）

1,500 円

1,000 円

1,500 円

内　　　容
初心者を対象に、毛筆またはペン習字のどちらかを選
んで学ぶことができます。

【注意事項】　▷都合により日程・回数などが変更になる場合があります。　▷受講料は返金できません。　▷講座にかかる道具・消耗品は各自でご用意ください。
▷申込締切後、定員に満たない場合は定員に達するまで申し込みを受け付けます。

大きな声で吟ずることにより腹式呼吸を会得し、心身
の活性化を図り、名詩を味わい歴史・故事を学びます。

リズムに合わせて心地よく体を動かすことにより、健
康の増進を図ります。

男性が料理を作ることにより、健全な食生活を学び、
生活の自立をサポートします。

簡単にできる和菓子や洋菓子づくり挑戦してみません
か。

身近な道具などを使って、はがきや色紙などにきれい
な絵を一緒に描きませんか。

音楽を聴いて自然に体が動いたり、心を揺り動かされ
たりといった、心や体に影響を与える音楽の特性を利
用して、心身を健康にする音楽療法を体験します。

いすに座りながらできるチェアーストレッチなどを取
り入れながらストレッチ体操を行い、心身ともにリフ
レッシュを図ります。

上半身、下半身、体幹の筋力トレーニングをレクリエー
ションを交え、家でもできるトレーニングを行います。
美しい日本の歌（童謡など）を中心に、みんなで楽し
く歌います。楽譜は読めなくてもＯＫ。

自分自身の力で体のゆがみを整えて自然治癒エネル
ギーを引き出す体操を行ないます。

2,594 円
（テキスト代含）

■ 総合福祉センターの講座

手
話
ダ
ン
ス
講
座

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

■ 「ファーストキャビン関西空港」オープン
3 月 30 日に、飛行機のファーストクラスをイメー

ジしたコンパクトホテル、「ファーストキャビン関西空
港」がオープンしました。第 1 ターミナルビルと第 2
ターミナルビルの両方へのアクセスが容易なエアロプ
ラザ内に位置し、お客様に 24 時間快適な空間を提供
します。深夜、早朝便をご利用の人も便利に利用でき
る、2 時間からのショートステイプランもあります。

「和」のコンセプトを表現した内装デザインと丁寧なサ
ービスにより、空の⽞関口として、日本の美とおもてな
しを体感できる施設
となっていますので、
関西空港からお出か
けの際はぜひご利用
ください。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/ ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

献
血
の
お
知
ら
せ

い
き
い
き
大
学

受
講
生
募
集

福
祉
セ
ン
タ
ー
各
種
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
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木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

木
漏
れ
日
の
い

ざ
な
い

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

■
「
あ
す
と
び
っ
！
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
未
来
へ
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
学
び
と
遊
び
の
場
「
あ
す
と
び

っ
！
」
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
♪
　
こ
だ
わ

り
の
本
格
的
な
体
験
が
気
軽
に
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

①
「
絵
本
と
私
と
君
と
」

子
ど
も
と
大
人
が
絵
本
を
楽
し
む
会

日
時
４
月
２
日
㈰
　
午
前
11
時
～

講
師
窪
田
貞
子
氏

②
「
リ
ズ
ム
＆
え
い
ご
」

プ
ロ
の
ド
ラ
マ
ー
と
一
緒
に
、
楽
器

を
使
っ
て
リ
ズ
ム
で
ダ
ン
ス
、
英
語
の

歌
も
歌
っ
て
み
よ
う
！

日
時
４
月
９
日
㈰
　
午
前
11
時
～

参
加
費
５
０
０
円

講
師

Ｖ
Ｏ
Ｎ
・
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
氏
／

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
氏
（
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー
）

③
「
Ｗ
Ａ
・
Ｙ
Ａ
・
Ｙ
Ａ
の
エ
コ
バ
ッ

ク
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

エ
コ
バ
ッ
ク
を
ア
ー
ト
に
お
し
ゃ

れ
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。

日
時
４
月
16
日
㈰
　
午
前
11
時
～

材
料
費
５
０
０
円
（
エ
コ
バ
ッ
ク
２

つ
持
ち
帰
り
）

出
演
Ｗ
Ａ
・
Ｙ
Ａ
・
Ｙ
Ａ
（
吉
岡
和

子
氏
　
画
家
）

共
通
事
項

対
象
②
③
小
学
生
、
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
、大
人
だ
け
の
参
加
は
要
相
談

申
込

①
②
③
全
て
あ
す
と
ホ
ー
ル

受
付
ま
た
は
電
話
予
約
(要
事
前
予
約
）

■
健
康
に
生
き
る
！
大
切
な
の
は
歯

と
口
の
ケ
ア
！

美
味
し
く
食
べ
る
お
口
の
健
康
術

で
全
身
を
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ

う
！
　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ

ア
講
習
。

日
時

４
月
９
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

参
加
費
５
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
）

持
物
手
鏡

講
師
田
村
照
美
氏
（
介
護
支
援
専
門

員
、
歯
科
衛
生
士
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約
(要
事
前
予
約
）

■
あ
す
と
狂
言
教
室
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
は
じ
め
て
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」は

じ
め
て
の
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
狂
言
教
室
に
参
加
す
る
人

も
、
参
加
で
き
な
い
人
も
、
ま
た
は
大

人
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。
奥
深
い

狂
言
の
世
界
を
体
感
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時

４
月
15
日
㈯
　
午
後
３
時
～

５
時
（
開
場
午
後
２
時
30
分
）

対
象
小
学
校
高
学
年
～

定
員
１
０
０
人

講
師

大
蔵
流
狂
言
方
　
安
東
　
元

氏
（
大
和
座
狂
言
事
務
所
）

参
加
料
５
０
０
円

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約
(要
事
前
予
約
）

■
次
世
代
育
成
事
業
「
あ
す
と
み
ん
な

の
狂
言
教
室
」

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
狂
言
」

を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
習
い
、
演
じ
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時

①
５
月
20
日
、
②
６
月
17
日
、

③
７
月
15
日
、
④
７
月
29
日
、
⑤
８
月

19
日
、⑥
９
月
16
日
、⑦
10
月
21
日
、⑧

11
月
18
日
、
⑨
12
月
16
日
、
⑩
１
月
20

日
　
い
ず
れ
も
土
曜
日
の
午
後
３
時

～
５
時

⑪
発
表
会
…
平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
（
堺
能
楽
会
館
）

対
象

小
学
校
高
学
年
～
高
校
生
と

そ
の
保
護
者
10
組
（
子
ど
も
だ
け
、
大

人
だ
け
の
申
し
込
み
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

定
員
申
込
先
着
10
組

受
講
料

無
料
(教
材
費
・
発
表
会
費

な
ど
、別
途
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。)

講
師

大
蔵
流
狂
言
方
　
安
東
　
元

氏
（
大
和
座
狂
言
事
務
所
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約
(要
事
前
予
約
）

■
玉
川
奈
々
福
浪
曲
公
演

古
く
か
ら
浪
曲
に
親
し
ん
だ
人
に

も
、
初
め
て
浪
曲
に
触
れ
る
と
い
う
人

に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
公
演
で

す
。
女
流
若
手
浪
曲
師
　
玉
川
奈
々
福

に
よ
る
質
の
高
い
語
り
芸
を
聴
か
せ

ま
す
。

日
時

４
月
22
日
㈯
　
午
後
２
時
開

演
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

出
演
玉
川
奈
々
福
氏
、
沢
村
豊
子
氏

ほ
か

入
場
料

大
人
１
０
０
０
円
／
前
日

ま
で
に
予
約
（
当
日
／
１
３
０
０
円
）

子
ど
も
５
０
０
円
（
当
日
／
８
０
０

円
）
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
で
チ
ケ
ッ
ト

発
売
中

■
第
26
回
　
み
ん
な
が
主
役
！
あ
す

と
フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

年
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
や
ギ
タ
ー
好
き
が
集
う
楽
し
い

ラ
イ
ブ
で
す
。
今
回
は
「
中
島
み
ゆ
き

特
集
」
知
っ
て
い
る
曲
が
た
く
さ
ん
演

奏
さ
れ
ま
す
。

日
時

４
月
23
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

入
場
料
５
０
０
円

出
演

吉
岡
克
浩
氏
、
松
田
洋
子
氏

ほ
か

申
込
要
事
前
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
絵
本
読
み

語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
場
無
料
、
申
込

不
要
で
す
。

日
時

４
月
23
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

42

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………４月分

●介護保険料 (普通徴収 )………４月分

▽
皆
さ
ん
表
紙
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
。
お
づ
み
ん
の
誕
生
日

を
祝
し
て
、
皆
さ
ん
が
撮

っ
た
お
づ
み
ん
の
写
真
、
お
づ
み
ん

と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
、
愛
用
グ
ッ

ズ
の
写
真
な
ど
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
約

５
０
０
枚
の
写
真
が
集
ま
り
ま
し

た
。
集
め
た
写
真
を
一
枚
の
キ
ャ
ン

バ
ス
に
見
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使

し
、
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
画
像
を
見
て
い

る
と
皆
さ
ん
の
お
づ
み
ん
へ
の
愛
が

伝
わ
り
大
・
萬
・
松
は
感
動
し
ま
し

た
（
涙
）
。
こ
れ
か
ら
も
お
づ
み
ん

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
（
大
・
萬
・
松
）

▽
み
ん
な
～
あ
り
が
と
う
！
と
っ
て

も
嬉
し
い
羊
♪
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

の
た
め
、
泉
大
津
の
た
め
に
頑
張
る

か
ら
応
援
し
て
ね
♪
（
お
づ
み
ん
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）
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㈫

類紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ日

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月5

/

日32、㈫日9

㈬日42、㈬日01

㈬日42、㈬日01

日

向けたスローガン
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日曜木週毎
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隊員や戦車の行進、各種体験も！
日時 ４月16㈰　午前９時〜午後３時
場所 陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉
市伯太町官有地）
内容 観閲式、訓練展示、装備品展
示、体験試乗、音楽・太鼓演奏、子ど
も広場など

前日4月15日㈯午前10時〜10時30
分の間、池上曽根遺跡公園で市中観閲
行進を行います。
その他 ▷荒天（暴風雨）の場合は、
一部行事を中止または変更 ▷一般来
場者駐車場なし
問合 陸上自衛隊信太山駐屯地広報室
（☎41・0090）

中学校、高校の吹奏楽部と市吹奏楽
団が一堂に会し総勢100人近い人数で

の合同演奏を行います。
日時 4月29日㈷　午後1時30分開演
場所 テクスピア大阪
出演団体 誠風・東陽・小津中学校吹
奏楽部、泉大津高校吹奏楽部、佐野高
校吹奏楽部、泉大津市吹奏楽団
問合 生涯学習課（市役所3階）

英語絵本のお話と外国文化の体験ワ
ークショップを実施します。緑の帽子
などを身につけて、みんなで外をパレ
ードしながらホンノワ的 St.Patrick's
Dayを楽しもう！　パレード後の持ち
寄りパーティでは色んな国の人との出
会いもあるよ！
日時 5月6日㈯　午前10時30分〜午
後1時
場所 ホンノワまちライブラリー（豊
中町1-12-12）
参加費 1人500円（パーティ参加の
場合、併せて1品持ち寄り）
申込・問合 ホンノワまちライブラリ
ー　高島（☎090・8497・0776、E
メール　chaonao@nifty.com）
この事業は、がんばろう
基金を活用しています。

参加申し込みは5/15㈪までに
ごみゼロの日に合わせ「自分たちの

街をきれいに！」をスローガンに、今
年も市内の一斉清掃を行います。参加
いただく市民、団体には、市からごみ
袋、土砂回収用の土のう袋を10枚程度
と実施要領を配布します。事前に申込
書をご提出ください。一人でも多くの
皆さんのご参加をお願いします。
日時 6月4日㈰　午前8時から2時間
程度（雨天時は6月11日㈰に順延。小
雨決行）
清掃場所 私有地以外の公共の場所お
よび側溝。なお、ほうきなどの清掃用
具は各団体でご用意ください。
申込・問合 5月15日㈪までに環境課
（市役所２階21番窓口）へ

情報

Ivent  Information

㈰
61/4 信太山駐屯地

創立60周年記念行事

㈷
92/4 中高・市吹奏楽団

ファミリーコンサート

㈰
4/6 「ごみゼロ大作戦」

実施します

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………４月分

●介護保険料 (普通徴収 )………４月分

編集後記

㈯
6/5 まちライブラリー

ブックフェスタ2017

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ


